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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】落下等の衝撃が加わった場合でも、インキカー
トリッジが接続管部から外れてインキカートリッジ内の
インキが外部に漏出するおそれがない直液式筆記具を提
供する。
【解決手段】前端にペン先２を備えたインキ保留部材６
を軸筒３の前端開口部に設ける。インキ保留部材６の後
方の軸筒３内に接続管部４２を設ける。接続管部４２を
、インキを直に貯溜するインキカートリッジ８の前端開
口部に挿入する。接続管部４２の外壁とインキカートリ
ッジ８の前端開口部の内壁とを密接嵌合させてインキ保
留部材６とインキカートリッジ８内部とを連通させる。
インキ保留部材６とインキカートリッジ８内部との連通
状態で、インキカートリッジ８が軸筒３内に収容される
。接続管部４２の外壁とインキカートリッジ８の前端開
口部の内壁とが環状に密接嵌合しながら軸方向に移動可
能である。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
前端にペン先を備えたインキ保留部材を軸筒の前端開口部に設け、前記インキ保留部材の
後方の軸筒内に接続管部を設け、前記接続管部を、インキを直に貯溜するインキカートリ
ッジの前端開口部に挿入し、前記接続管部の外壁と前記インキカートリッジの前端開口部
の内壁とを密接嵌合させてインキ保留部材とインキカートリッジ内部とを連通し、前記イ
ンキ保留部材とインキカートリッジ内部との連通状態で、前記インキカートリッジが軸筒
内に収容されてなる直液式筆記具であって、前記接続管部の外壁と前記インキカートリッ
ジの前端開口部の内壁とが環状に密接嵌合しながら軸方向に移動可能であることを特徴と
する直液式筆記具。
【請求項２】
前記接続管部の外壁と前記インキカートリッジの前端開口部の内壁とが密接嵌合を開始し
てから密接嵌合が終了するまでのカートリッジの軸方向前方への移動可能量をＡとし、軸
筒内において密接嵌合終了状態からインキカートリッジが後方に移動した際にインキカー
トリッジ外壁が軸筒内壁に当接するまでの軸方向後方への移動可能量をＢとするとき、
Ａ＞Ｂ
の関係を満足する請求項１記載の直液式筆記具。
【請求項３】
インキカートリッジが後方に移動した際に、インキカートリッジの後端部の外壁が軸筒の
後端部の内壁に当接される請求項１または２記載の直液式筆記具。
【請求項４】
前記接続管部の外壁に環状突起を形成し、前記インキカートリッジの前端開口部の内壁に
環状平滑面を形成し、前記環状突起と前記環状平滑面とが環状に密接嵌合してなる請求項
1乃至３のいずれかに記載の直液式筆記具。
【請求項５】
前記接続管部の外壁に環状平滑面を形成し、前記インキカートリッジの前端開口部の内壁
に環状突起を形成し、前記環状平滑面と前記環状突起とが環状に密接嵌合してなる請求項
1乃至３のいずれかに記載の直液式筆記具。

【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案は、直液式筆記具に関する。詳細には、インキカートリッジ内部にインキが直に貯
留された直液式筆記具に関する。
【背景技術】
【０００２】
従来この種の直液式筆記具において、例えば、特許文献１には、インキ保留体（本考案の
インキ保留部材に相当）の後方に突刺管（本考案の接続管部に相当）が突設され、前記突
刺管にインキ筒（本考案のインキカートリッジに相当）が接続される構造が開示されてい
る。
【０００３】
前記従来の構造において、インキ筒が接続された状態で落下等の衝撃が加わった場合、イ
ンキ筒が後方に移動し、インキ筒が突刺管から外れ、インキ筒内のインキが外部に漏出す
るおそれがある。
【０００４】
【特許文献１】実開昭６１－１７７８８１号明細書
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
本考案は前記従来の問題点を解決するものであって、落下等の衝撃が加わった場合でも、
インキカートリッジが接続管部から外れてインキカートリッジ内のインキが外部に漏出す
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るおそれがない直液式筆記具を提供しようとするものである。尚、本考案において、「前
」とはペン先側を指し、「後」とはインキカートリッジ側を指す。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
［１］本考案は、前端にペン先２を備えたインキ保留部材６を軸筒３の前端開口部に設け
、前記インキ保留部材６の後方の軸筒３内に接続管部４２を設け、前記接続管部４２を、
インキを直に貯溜するインキカートリッジ８の前端開口部に挿入し、前記接続管部４２の
外壁と前記インキカートリッジ８の前端開口部の内壁とを密接嵌合させてインキ保留部材
６とインキカートリッジ８内部とを連通し、前記インキ保留部材６とインキカートリッジ
８内部との連通状態で、前記インキカートリッジ８が軸筒３内に収容されてなる直液式筆
記具であって、前記接続管部４２の外壁と前記インキカートリッジ８の前端開口部の内壁
とが環状に密接嵌合しながら軸方向に移動可能であること（請求項１）を要件とする。
【０００７】
前記直液式筆記具１（請求項１）において、落下等の衝撃が加わりインキカートリッジ８
が後方に移動したとしても、接続管部４２の外壁とインキカートリッジ８の前端開口部の
内壁との密接嵌合状態が維持され、インキカートリッジ８内のインキが外部に漏出するお
それがない。
【０００８】
［２］前記直液式筆記具１において、前記接続管部４２の外壁と前記インキカートリッジ
８の前端開口部の内壁とが密接嵌合を開始してから密接嵌合が終了するまでのカートリッ
ジの軸方向前方への移動可能量をＡとし、軸筒３内において密接嵌合終了状態からインキ
カートリッジ８が後方に移動した際にインキカートリッジ８外壁が軸筒３内壁に当接する
までの軸方向後方への移動可能量をＢとするとき、Ａ＞Ｂの関係を満足すること（請求項
２)が好ましい。
【０００９】
前記直液式筆記具１（請求項２）において、落下等の衝撃が加わり軸筒３内のインキカー
トリッジ８が後方に移動したとしても、前記関係「Ａ＞Ｂ」を満足することにより、イン
キカートリッジ８が後方に移動する際、接続管部４２の外壁とインキカートリッジ８の前
端開口部の内壁との密接嵌合状態が維持されるとともに、インキカートリッジ８外壁が軸
筒３内壁に当接し、インキカートリッジ８の後方移動が規制される。それにより、インキ
カートリッジ８内のインキが外部に漏出することを確実に防止できる。
【００１０】
［３］前記直液式筆記具１において、インキカートリッジ８が後方に移動した際に、イン
キカートリッジ８の後端部の外壁が軸筒３の後端部の内壁に当接されること（請求項３）
が好ましい。
【００１１】
前記直液式筆記具１（請求項３）により、軸筒３の内部の限られた収容空間に、できる限
り大きなインキカートリッジ８を収容することができる。なぜなら、もし、インキカート
リッジ８の後方移動を規制する部分を、軸筒３の中間部やインキカートリッジ８の中間部
に設けた場合、軸筒３の後端部内壁とインキカートリッジ８の後端部外壁との間に大きな
隙間が形成されるおそれがあり、それにより、インキカートリッジ８が小さく設定され（
インキカートリッジ８の容量が少なく設定され）、特に、軸筒３を透明にすると、ユーザ
ーに小さいインキカートリッジ８を視認させ、上げ底のような印象を与えることになるか
らである。
【００１２】
［４］前記直液式筆記具１において、前記接続管部４２の外壁に環状突起４２ａを形成し
、前記インキカートリッジ８の前端開口部の内壁に環状平滑面８ａを形成し、前記環状突
起４２ａと前記環状平滑面８ａとが環状に密接嵌合してなること（請求項４）が好ましい
。
【００１３】
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前記直液式筆記具１（請求項４）により、一方を環状突起４２ａにし、他方を環状平滑面
８ａにしたことにより、接続管部４２とインキカートリッジ８との密接嵌合部の両者を、
環状平滑面にする構成または環状の凹凸にする構成でないため、軸方向の密接摺動（即ち
環状に密接嵌合しながら軸方向に移動すること）を、より確実に行うことができる。
【００１４】
［５］前記直液式筆記具１において、前記接続管部４２の外壁に環状平滑面４２ｂを形成
し、前記インキカートリッジ８の前端開口部の内壁に環状突起８ｂを形成し、前記環状平
滑面４２ｂと前記環状突起８ｂとが環状に密接嵌合してなること（請求項５）が好ましい
。
【００１５】
前記直液式筆記具１（請求項５）により、一方を環状突起８ｂにし、他方を環状平滑面４
２ｂにしたことにより、接続管部４２とインキカートリッジ８との密接嵌合部の両者を、
環状平滑面にする構成または環状の凹凸にする構成でないため、軸方向の密接摺動（即ち
環状に密接嵌合しながら軸方向に移動すること）を、より確実に行うことができる。
【考案の効果】
【００１６】
請求項１の直液式筆記具によれば、落下等の衝撃が加わったとしても、接続管部の外壁と
インキカートリッジの前端開口部の内壁との密接嵌合状態が維持されるため、インキカー
トリッジ内のインキが外部に漏出するおそれがない。
【００１７】
請求項２の直液式筆記具によれば、落下等の衝撃が加わったとしても、接続管部の外壁と
インキカートリッジの前端開口部の内壁との密接嵌合状態が維持されるとともに、インキ
カートリッジの後方移動が規制されるため、インキカートリッジ内のインキが外部に漏出
することを確実に防止できる。
【００１８】
請求項３の直液式筆記具によれば、軸筒の内部の限られた収容空間に、できる限り大きな
インキカートリッジを収容することができる。
【００１９】
請求項４の直液式筆記具によれば、軸方向の密接摺動を、より確実に行うことができる。
【００２０】
請求項５の直液式筆記具によれば、軸方向の密接摺動を、より確実に行うことができる。
【考案を実施するための最良の形態】
【００２１】
［第１の実施の形態］
図１に本考案の直液式筆記具１の第１の実施の形態を示す。本実施の形態の直液式筆記具
１は、主に、前軸４と後軸５とからなる軸筒３と、前記前軸４内に収容され、前端にペン
先２を備えたインキ保留部材６と、前記後軸５内に収容されるインキカートリッジ８とか
らなる。
【００２２】
・前軸
前記前軸４は、円筒状の前側筒部４１と、該前側筒部４１の底壁から後方に一体に連設さ
れ且つ前側筒部４１より小径円筒状の接続管部４２と、前記前側筒部４１の底壁より後方
に一体に連設され且つ前記接続管部４２の外周を同心状に包囲するよう配置された円筒状
の後側筒部４３と、前記接続管部４２の後端部に一体に形成されたインキカートリッジ開
栓用の突片４４とからなる。前記前軸４は、透明な合成樹脂（例えば、ポリプロピレン）
の射出成形により得られる。また、前記後側筒部４３の外壁には、雄ネジ部が形成される
。
【００２３】
・接続管部
前記接続管部４２の外壁には、インキカートリッジ８の前端開口部の内壁と円周面状に密
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接可能な密接嵌合部が形成される。前記密接嵌合部は、軸方向の適宜寸法を備えるととも
に、インキカートリッジ８の前端開口部の内径より僅かに大きい外径を有する。さらに、
前記密接嵌合部の後端部には、環状突起４２ａが一体に形成される。前記環状突起４２ａ
は、少なくとも一つ形成されればよく、本実施の形態では一つのみであるが、これ以外に
も複数（例えば二つ）形成されてもよい。
【００２４】
・後軸
前記後軸５は、前端が開口され且つ後端が閉鎖された有底筒体であり、透明な合成樹脂(
例えば、ポリカーボネイト)の射出成形により得られる。前記後軸５の前端開口部の内壁
には、雌ネジ部が形成される。前記雌ネジ部は、前記前軸４の前側筒部４１の外壁の雄ネ
ジ部と螺合可能であり、それにより、前記後軸５の前端部は前軸４の後端部と着脱自在に
螺着される。
【００２５】
・インキ保留部材
前記インキ保留部材６は、インキカートリッジ８内の圧力上昇に応じた余剰インキを一時
的に保持する部材である。前記インキ保留部材６は、複数の櫛歯よりなるインキ保留部６
１(櫛溝部)と、該インキ保留部６１の後端（即ち後端櫛歯６６後端面）より後方に突出さ
れ且つ該インキ保留部６１の外径より小さい外径を有する縮径筒部６２と、前記インキ保
留部６１の前端より前方に突出されたペン先取付部６３とが、一体に形成された合成樹脂
（例えば、ＡＢＳ樹脂）の射出成形体よりなる。また、前記インキ保留部材６の軸心には
、軸方向に延び且つ後端が後方に開口された軸心孔６４が設けられる。前記軸心孔６４に
はインキ誘導芯７が挿着される。前記ペン先取付部６３には、ペン先２が取り付けられる
。尚、本考案におけるインキ保留部材６は、前記構成以外にも、インキ保留部６１が螺旋
状溝や迷路状溝からなるもの、あるいは、インキ保留部６１が繊維材料または多孔質材料
からなるもの等、いずれであってもよい。
【００２６】
前記インキ保留部材６は前軸４内に挿着される。即ち、前記インキ保留部材６のインキ保
留部６１は、前軸４の前側筒部４１内に挿入配置され、前記インキ保留部材６の縮径筒部
６２は、前軸４の接続管部４２内に挿入配置される。このとき、ペン先２及びペン先取付
部６３が前軸４の前端より前方に突出される。また、前記前軸４の前端（即ちインキ保留
部６１の前端）には空気孔６５が開口される。前記空気孔６５によりインキ保留部６１と
外気とが連通される。
【００２７】
前記インキ保留部６１には、軸方向に延び且つ径方向外方に開口する第１のスリットが６
１ａ形成される。前記第１のスリット６１ａにより、インキ保留部６１の櫛歯間が連通さ
れる。前記縮径筒部６２の外壁には、軸方向に延び且つ径方向外方に開口する第２のスリ
ット６２ａが形成される。前記第２のスリット６２ａは、前端が第１のスリット６１ａと
接続され、後端が軸方向後方（即ちインキカートリッジ８内）に開口される。前記第１の
スリット６１ａ及び第２のスリット６２ａと軸心孔６４とは径方向に非連通に構成される
。また、前記第１のスリット６１ａと前記第２のスリット６２ａとが、同一軸線上に形成
されている。
【００２８】
前記軸心孔６４には、インキ誘導芯７が挿着される。前記インキ誘導芯７は、毛細管力を
有する軸方向のインキ導出路を備えるものであればいずれであってもよく、本実施例では
、繊維の樹脂加工により得られる棒状体が採用されているが、これ以外にも、例えば、多
孔質体、合成樹脂の押出成形体が挙げられる。前記インキ誘導芯７の前端は、ペン先２に
接続され、前記インキ誘導芯７の後端は、縮径筒部６２の後端面と略一致している。
【００２９】
前記ペン先２は、ペン先取付部６３に取り付けられる。本実施の形態では、前記ペン先２
は、前端に切り割り２１を有する金属板製ペン体（いわゆる万年筆ペン体）が採用されて
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いる。前記ペン先２前端の切り割り２１には、インキ誘導芯７の前端が圧接状態で接続さ
れている。尚、本考案において、ペン先２は、前記金属板製ペン体の他、例えば、ボール
ペンチップ、繊維ペン体、多孔質ペン体、合成樹脂の押出成形体よりなるプラスチックペ
ン体、パイプ状ペン体、毛筆ペン体等が挙げられる。また、前記ペン先２は、インキ誘導
芯７を兼ねるものでもよい。
【００３０】
・インキカートリッジ
前記インキカートリッジ８は、前端が開口され且つ後端が閉鎖された有底筒体よりなり、
合成樹脂（例えばポリエチレン）の射出成形により得られる。前記インキカートリッジ８
の前端開口部の内壁には、環状平滑面８ａに形成される。前記インキカートリッジ８内に
はインキが直に貯溜される。前記インキカートリッジ８の前端開口部には栓体８１が固着
され、それにより、インキカートリッジ８内は密封状態となる。前記密封状態のインキカ
ートリッジ８の前端開口部に前記接続管部４２を挿入すると、接続管部４２の後端に形成
された突片４４により栓体８１が後方に押圧され、栓体８１がインキカートリッジ８内に
外され、インキカートリッジ８が開栓される。このとき、接続管部４２の外壁の密接嵌合
部（環状突起４２ａ）とインキカートリッジ８の前端開口部の内壁とは密嵌状態（密接嵌
合状態）にある。
【００３１】
前記接続管部４２の外壁の環状突起４２ａと、前記インキカートリッジ８の前端開口部の
内壁の環状平滑面８ａとは、環状に密接嵌合しながら軸方向に移動可能である。前記イン
キカートリッジ８が軸筒内において後方に移動した際、インキカートリッジ８の後端部の
外壁は、軸筒３の後端部（即ち後軸５の後端部）の内壁に当接され、その後方移動が規制
される。
【００３２】
軸筒３内において密接嵌合終了状態からインキカートリッジ８が後方に移動した際にイン
キカートリッジ８外壁が軸筒３内壁（即ち後軸５の内壁）に当接するまでの軸方向後方へ
の移動可能量Ｂは、接続管部４２の外壁の環状突起４２ａとインキカートリッジ８の前端
開口部の内壁の環状平滑面８ａとが密接嵌合を開始してからその密接嵌合が終了するまで
のカートリッジの軸方向前方への移動可能量Ａよりも小さく設定されている（即ちＡ＞Ｂ
）。
【００３３】
・落下衝撃時
本実施の形態において、インキカートリッジ８が後軸５内に収容された状態の直液式筆記
具１に、落下等の衝撃が加わった際、インキカートリッジ８が軸筒３内で後方に移動した
としても、インキカートリッジ８の後端部の外壁が軸筒３の後端部（即ち後軸５の後端部
）の内壁に当接し、インキカートリッジ８の後方移動が規制される。前記インキカートリ
ッジ８の後方移動が規制されるまで、接続管部４２の外壁の環状突起４２ａとインキカー
トリッジ８の前端開口部の内壁の環状平滑面８ａとの密接嵌合状態が維持される。その結
果、インキカートリッジ８が接続管部４２から外れることがない。
【００３４】
［第２の実施の形態］
図２に本考案の直液式筆記具１の第２の実施の形態を示す。本実施の形態の直液式筆記具
１は、主に、前軸４と後軸５とからなる軸筒３と、前記前軸４内に収容され、前端にペン
先２を備えたインキ保留部材６と、前記後軸５内に収容されるインキカートリッジ８とか
らなる。
【００３５】
・前軸
前記前軸４は、円筒状の前側筒部４１と、該前側筒部４１の底壁から後方に一体に連設さ
れ且つ前側筒部４１より小径円筒状の接続管部４２と、前記前側筒部４１の底壁より後方
に一体に連設され且つ前記接続管部４２の外周を同心状に包囲するよう配置された円筒状
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の後側筒部４３と、前記接続管部４２の後端部に一体に形成されたインキカートリッジ開
栓用の突片４４とからなる。前記前軸４は、合成樹脂（例えば、ポリプロピレン）の射出
成形により得られる。また、前記後側筒部４３の外壁には、雄ネジ部が形成される。
【００３６】
・接続管部
前記接続管部４２の外壁には、インキカートリッジ８の前端開口部の内壁と円周面状に密
接可能な密接嵌合部が形成される。前記密接嵌合部は、軸方向の適宜寸法を備えるととも
に、インキカートリッジ８の前端開口部の内径より僅かに大きい外径を有する。前記密接
嵌合部は、環状平滑面４２ｂにより構成される。
【００３７】
・後軸
前記後軸５は、前端が開口され且つ後端が閉鎖された有底筒体であり、合成樹脂(例えば
、ポリカーボネイト)の射出成形により得られる。前記後軸５の前端開口部の内壁には、
雌ネジ部が形成される。前記雌ネジ部は、前記前軸４の前側筒部４１の外壁の雄ネジ部と
螺合可能であり、それにより、前記後軸５の前端部は前軸４の後端部と着脱自在に螺着さ
れる。
【００３８】
・インキ保留部材
前記インキ保留部材６は、インキカートリッジ８内の圧力上昇に応じた余剰インキを一時
的に保持する部材である。前記インキ保留部材６は、複数の櫛歯よりなるインキ保留部６
１(櫛溝部)と、該インキ保留部６１の後端（即ち後端櫛歯６６後端面）より後方に突出さ
れ且つ該インキ保留部６１の外径より小さい外径を有する縮径筒部６２と、前記インキ保
留部６１の前端より前方に突出されたペン先取付部６３とが、一体に形成された合成樹脂
（例えば、ＡＢＳ樹脂）の射出成形体よりなる。また、前記インキ保留部材６の軸心には
、軸方向に延び且つ後端が後方に開口された軸心孔６４が設けられる。前記軸心孔６４に
はインキ誘導芯７が挿着される。前記ペン先取付部６３には、ペン先２が取り付けられる
。
【００３９】
前記インキ保留部材６は前軸４内に挿着される。即ち、前記インキ保留部材６のインキ保
留部６１は、前軸４の前側筒部４１内に挿入配置され、前記インキ保留部材６の縮径筒部
６２は、前軸４の接続管部４２内に挿入配置される。このとき、ペン先２及びペン先取付
部６３が前軸４の前端より前方に突出される。また、前記前軸４の前端（即ちインキ保留
部６１の前端）には空気孔６５が開口される。前記空気孔６５によりインキ保留部６１と
外気とが連通される。
【００４０】
前記インキ保留部６１には、軸方向に延び且つ径方向外方に開口する第１のスリット６１
ａが形成される。前記第１のスリット６１ａにより、インキ保留部６１の櫛歯間が連通さ
れる。前記縮径筒部６２の外壁には、軸方向に延び且つ径方向外方に開口する第２のスリ
ット６２ａが形成される。前記第２のスリット６２ａは、前端が第１のスリット６１ａと
接続され、後端が軸方向後方（即ちインキカートリッジ８内）に開口される。前記第１の
スリット６１ａ及び第２のスリット６２ａと軸心孔６４とは径方向に非連通に構成される
。また、前記第１のスリット６１ａと前記第２のスリット６２ａとが、同一軸線上に形成
されている。
【００４１】
前記軸心孔６４には、インキ誘導芯７が挿着される。前記インキ誘導芯７は、毛細管力を
有する軸方向のインキ導出路を備えるものであればいずれであってもよく、本実施例では
、繊維の樹脂加工により得られる棒状体が採用されているが、これ以外にも、例えば、多
孔質体、合成樹脂の押出成形体が挙げられる。前記インキ誘導芯７の前端は、ペン先２に
接続され、前記インキ誘導芯７の後端は、縮径筒部６２の後端面と略一致している。
【００４２】
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前記ペン先２は、ペン先取付部６３に取り付けられる。本実施の形態では、前記ペン先２
は、前端に切り割り２１を有する金属板製ペン体（いわゆる万年筆ペン体）が採用されて
いる。前記ペン先２前端の切り割り２１には、インキ誘導芯７の前端が圧接状態で接続さ
れている。尚、本考案において、ペン先２は、前記金属板製ペン体の他、例えば、ボール
ペンチップ、繊維ペン体、多孔質ペン体、合成樹脂の押出成形体よりなるプラスチックペ
ン体、パイプ状ペン体、毛筆ペン体等が挙げられる。また、前記ペン先２は、インキ誘導
芯７を兼ねるものでもよい。
【００４３】
・インキカートリッジ
前記インキカートリッジ８は、前端が開口され且つ後端が閉鎖された有底筒体よりなり、
合成樹脂（例えばポリエチレン）の射出成形により得られる。前記インキカートリッジ８
の前端開口部の内壁には環状突起８ｂが形成される。前記インキカートリッジ８内にはイ
ンキが直に貯溜される。前記インキカートリッジ８の前端開口部には栓体８１が固着され
、それにより、インキカートリッジ８内は密封状態となる。前記密封状態のインキカート
リッジ８の前端開口部に前記接続管部４２を挿入すると、接続管部４２の後端に形成され
た突片４４により栓体８１が後方に押圧され、栓体８１がインキカートリッジ８内に外さ
れ、インキカートリッジ８が開栓される。このとき、接続管部４２の外壁の密接嵌合部（
環状平滑面４２ｂ）とインキカートリッジ８の前端開口部の内壁の環状突起８ｂとは密嵌
状態（密接嵌合状態）にある。前記環状突起８ｂは、少なくとも一つ形成されればよく、
本実施の形態では一つのみであるが、これ以外にも複数（例えば二つ）形成されてもよい
。
【００４４】
前記接続管部４２の外壁の環状平滑面４２ｂと、前記インキカートリッジ８の前端開口部
の内壁の環状突起８ｂとは、環状に密接嵌合しながら軸方向に移動可能である。前記イン
キカートリッジ８が軸筒３内において後方に移動した際、インキカートリッジ８の後端部
の外壁は、軸筒３の後端部（即ち後軸５の後端部）の内壁に当接され、その後方移動が規
制される。
【００４５】
軸筒３内において密接嵌合終了状態からインキカートリッジ８が後方に移動した際にイン
キカートリッジ８外壁が軸筒３内壁（即ち後軸５の内壁）に当接するまでの軸方向後方へ
の移動可能量Ｂは、接続管部４２の外壁の環状平滑面４２ｂとインキカートリッジ８の前
端開口部の内壁の環状突起８ｂとが密接嵌合を開始してからその密接嵌合が終了するまで
のカートリッジの軸方向前方への移動可能量Ａよりも小さく設定されている（即ちＡ＞Ｂ
）。
【００４６】
・落下衝撃時
本実施の形態において、インキカートリッジ８が後軸５内に収容された状態の直液式筆記
具１に、落下等の衝撃が加わった際、インキカートリッジ８が軸筒３内で後方に移動した
としても、インキカートリッジ８の後端部（即ち後軸５の後端部）の外壁が軸筒３の後端
部の内壁に当接し、インキカートリッジ８の後方移動が規制される。前記インキカートリ
ッジ８の後方移動が規制されるまで、接続管部４２の外壁の環状平滑面４２ｂとインキカ
ートリッジ８の前端開口部の内壁の環状突起８ｂとの密接嵌合状態が維持される。その結
果、インキカートリッジ８が接続管部４２から外れることがない。
【図面の簡単な説明】
【００４７】
【図１】本考案の第１の実施の形態の縦断面図である。
【図２】本考案の第２の実施の形態の縦断面図である。
【符号の説明】
【００４８】
１　直液式筆記具
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２　ペン先
２１　切り割り
３　軸筒
４　前軸
４１　前側筒部
４２　接続管部
４２ａ　環状突起
４２ｂ　環状平滑面
４３　後側筒部
４４　突片
５　後軸
６　インキ保留部材
６１　インキ保留部
６１ａ　第１のスリット
６２　縮径筒部
６２ａ　第２のスリット６２ａ
６３　ペン先取付部
６４　軸心孔
６５　空気孔
６６　後端櫛歯
７　インキ誘導芯
８　インキカートリッジ
８１　栓体
８ａ　環状平滑面
８ｂ　環状突起
【図１】 【図２】
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